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翻に示す。横軸は船盟の長さを示し，x＝0は船首，

1．00は船尾にあたる。官由表面に近づく程τoが一般

に大きいが，これ之長さ方向に積分レた値Qは吃水
10眠を1．（）0として次の表の通刀であるo

吃水　・・9確・・．
Q：：一，・・…τ・・刺ヒ…6…2・・・・・…

　このよ争に自由表面で抵抗が」曾加する結果，吃水
ユOP《として普通のEroudeの方法で計算した抵抗値

と比較するrと抵抗値で約4％智となる。また抵抗係敷

では浸水面積攣化ののため約6％暦となる。さらに吃
水ro眼の抵抗を二次元流れのみによるものとして波

動の影響を考慮すると約2％櫓となる。二次元的考察

との差はあまり大でないが，L／B≒16．5の揚合でも計

算上相當李櫛ごよる値よbは大きくなつていることを
注意すべきである。

　一般の舶鰹でVの分布にはなばだ複雑であるが，波

長に此し吃水は糞わめて小さいのが普通であるから，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t摩擦抵抗におよぼす波動の影響は無視できないと思わ

れ戸。
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　　　牲中規雄著「切削仕上面に關する研究」

　　　　　生産技術研空所報告as　1巻第6號

　當研究所報告は順調に護行をつづけて，ナでに5號を

邊り出した。今度お逡りするのば，金屡材料の旋削仕上

面の粗さに關する實験的研究を取扱つたもので，まず主

として軟鋼を饗象として切削方向の粗さおよび横方向の

粗さおよび粗さ係藪におよぼす烈物の形朕および切削條

．件の影響を求めるとともに，とくに匁先に護生する構成

匁先のプロフィルを観察し，構i成殴先の護生にもとつく

粗さの生成機欝をあきらかにしでいる。次に各種の金麗

材料の粗さに關する特性を求め，生産作業において，指
　　　ヨ
定された粗さおよび粗さ係籔に仕上げるために匁物の形

状および切削條件を逡定するだめの圖表を作成してあ

るo

　　　　　　　　　既　　　刊

第1巻．第1號（1950年5月）

　　　　高木　昇・尾上噂夫
　　　　水晶濾波器の研究（狭欝域濾波器）

第1巻第2號（1950年8月）’
　　　　翻　田　高　司

　　　　自然換氣に關する實験的研究

鑛1巻　第3號（1950年12月）

　　　鈴　　木　　弘

　　　逆張力引鍛加工に關する研究

第1巻第4號（1951年1月）
　　　高‘橋武雄・木本潜’臨＿
　　　高粘性アルギン酸に關する研究　’
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小型車
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